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研究成果の概要（和文）：発展途上地域で容易かつ安価に製造できる高含水バイオエタノールを発電に利用でき
れば，農産物から燃料製造，エネルギー利用まで完結した，いわゆる地産地消で利用できるシステムが提案可能
となるが，高含水バイオエタノールの燃焼利用に際しては，特に点火が問題となっている．本研究では，高含水
バイオエタノールを高効率・低公害に利用するため，「非平衡プラズマ」を利用した高含水バイオエタノール用
点火装置の開発を目的として研究を行った．その結果，非平衡プラズマの点火装置および点火プラグの設計指針
を得ることができた．

研究成果の概要（英文）：If high water-containing bioethanol that can be easily and inexpensively 
manufactured in developing countries can be used for power generation, it will be possible to 
propose a system that can be used in so-called local production for local consumption, which is 
completed from agricultural products to fuel production and energy use. However, when burning and 
using high water content bioethanol, ignition is a problem especially. In this research, in order to
 utilize high water content bioethanol for high efficiency and low pollution, we have studied for 
the purpose of developing ignition system for high water content bioethanol utilizing "
non-equilibrium plasma". As a result, we have obtained design guidelines for non-equilibrium plasma 
ignition system and spark plugs.

研究分野：熱工学

キーワード： プラズマ　点火　燃焼
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１．研究開始当初の背景
現在，地球温暖化問題や資源枯渇問題が深刻
化する中，自然エネルギーへの関心が高まっ
ている．中でもバイオマスはカーボンニュー
トラルな特徴を有する環境調和型のエネル
ギー資源としてその役割が強調されている
が，急激に高まる発展途上国，特にアジア諸
国のエネルギー需要に対してバイオマス利
用をいかに普及・拡大するかが大きな課題の
一つとなっている．現状，バイオ燃料の利用
は水分をほとんど含まない高純度なバイオ
エタノールを単体，もしくはガソリンに混ぜ
て燃料として使用する方法が一般的である．
しかしながら，エタノールを高純度化するた
めには，高価な製造設備が必要であり，さら
に蒸留に多くのエネルギーを供給する必要
があるため，発展途上国でのバイオマス利用
の普及の妨げとなっている．高含水バイオエ
タノールの燃焼利用に際しては，特に点火が
問題となっている．
 
２．研究の目的
上記のように
に製造できる高含水バイオエタノールを発
電に利用できれば，農産物から燃料製造，エ
ネルギー利用まで
消で利用できるシステムが提案可能となる
が，高含水バイオエタノールの燃焼利用に際
しては，
究では，高含水バイオエタノール
低公害に利用するため，「非平衡プラズマ」
を利用した高含水バイオエタノール用点火
装置の開発を目的としている．
 
３．研
図 1に示すような定容燃焼器
ラズマの点火特性
約 13L
には直径
ている．燃焼器内下部に混合気を均一に撹拌
するために，サーボモータにより駆動するフ
ァン②
圧により所定の組成で混合気を充
ァンにより十分撹拌した後，予混合気が静止
するまで十分な時間をおいて，
電源により
焼実験を行った．
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Fig.1 Cross-section view of combustion chamber
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